介護部会　横浜北部ブロック会議　報告書

実施日：平成２８年１２月１６日（金）１４：００～１６：００

会議実施会場：介護老人保健施設　青葉の丘

参加人数：

青葉の丘／ライフプラザ新緑／横浜あおばの里／神奈川苑／横浜セラトピア

フォーシーズンズヴィラいろどり／リハリゾート青葉／リハリゾートわかたけ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８施設　１３名　参加

議事項目：

①「身体拘束、虐待防止に関しての施設としての取り組み・職員への対応｣について

②「各施設のアピールポイント」について
〔内容〕

①身体拘束・虐待、又虐待とまではいかないが度が過ぎるケアや言葉かけなどの接遇（不適切ケア）において施設での防止やあった時の改善方法。

Ａ施設）

・つなぎを着用されているご利用者１名

　（掻痒感強く皮膚トラブルがあったが、別の症状で入院した際につなぎを着　

　　用していた事で皮膚トラブル改善されてご家族希望もあり使用している。）

→法令に基づいて記録や定期的にご家族にサインを依頼している。

・基本的に転倒・転落防止としての身体拘束は行っていないが、センサーマ

　ットを使用しているご利用者はいる。→今後の課題

・虐待の行為を発見した場合は、至急スタッフ呼び出し。

　又、虐待がある可能性があった場合には、調査していく。

・啓蒙活動としスタッフに対して年１回研修会を設け、意識づけを図っている。

・事前把握や虐待などを未然に防ぐ上で、ご利用者の内出血や外傷など発見時

　は大小問わず「アクシデントレポート」の記入や写真に残す事を義務付けて

　いる。

・不適切ケアの可能性がある場合には、対象者であるスタッフのシフト表を確

　認し段階を踏んで対応している。指導しても改善困難な場合には、正職員か

　らパートなどへの落差を設ける。

・過去に不適切ケアを行ったスタッフに対して同意のもと夜勤を減らす事はあ

　った。

Ｂ施設）

・身体拘束　０名

・毎月１回虐待防止委員会があり、今月研修実施。

　スタッフにＤＶＤを観てディスカッションしてもらい知識を増やし

　意識づけしてもらう。

・ご利用者の皮下出血が続いてしまった場合、スタッフの勤務帯を見て

　特定のスタッフを割り出し改善方法を考えてもらいつつ指導する。

・スタッフ側もストレスによって虐待に繋がってしまう恐れもあるため

　月に１度スタッフ同士で飲み会を開催している。

Ｃ施設）

・身体拘束　０名

・虐待に関しての研修開催→スタッフにＤＶＤを観てもらい意識してもらう。

・スタッフの随時面談→スタッフのストレスの軽減目的

・スタッフ間で言葉づかいを注意していくように心がけている。

　→不適切ケアをしているスタッフが、改善困難な場合には事務長を通し

　　異動や解雇。

・スタッフのリフレッシュ目的で親睦会や個々で飲み会を行っている。

Ｄ施設）

・身体拘束　０名

・各階のフロア会などの場で「身体拘束とはどういうものが当たるのか？」を

　話し合う。

・身体拘束をする上での手順など基本的知識のない新入職者に対して定期的に

　指導している。

・スタッフ一人一人の声に耳を傾けるようにしている。

　→言葉遣いが荒くなってしまったり、不適切ケアを行ってしまう原因は

知識不足やプライベートだったり個々に異なる。スタッフ個々に合う

ようなアドバイスをする。

・無意識に虐待をしてしまっているスタッフに関しては、指導している。

Ｅ施設）

・身体拘束　０名

・虐待防止委員会でセンサーマットの必要性の有無について力を入れている。

・スピーチロックを防止する為、朝礼で唱和。

・スタッフ間で言葉かけに　関して話し合う。

　→基本的には、主任やリーダーが行っている。

・今年よりストレスチェック（年２回）※施設負担

・有給休暇など休暇を取りやすい職場を心がけている。

Ｆ施設）

・身体拘束　０名

　ただし、ご利用者希望で３点柵をしているところある。

・自己点検シートを実施してる最中

・不適切ケアを行ってしまった事が発覚してしまったスタッフについては、

　タイミングをみて面談実施。

　→原因を聞くとたいていが「分かってはいるけど・・・忙しくて、自分も

感情的になってしまう。」という返事が多い。その都度反省はするが、

完全に無くならないというのは困難と思われる。

・過去の事例にならないようになるべく近い時間で指導していくように心がけ

　ている。→スタッフの特性をみながら指導していく。

Ｇ施設）

・身体拘束　０件

・センサーマットをなるべく外していく方向に進めている。

　→使用しているご利用者をリスト化し、個々のデータ化してセンサーマット

　　の必要有無を委員会やフロア会の場で話し合う。

・センサーマット必要時には、リハビリスタッフやご家族に相談した上で許可

　得て設置している。

・万一虐待など発見時には、フロアチーフと当人同士で話し合い指導する。

　それでも改善に至らなかった場合、部長など段階的に進めていく。

・不適切ケアを発見した場合には、あまり日があかないように当人と話し合う

　機会を設けている。

Ｈ施設）

・身体拘束　０件

・過去に不適切ケアを行ってしまったスタッフがおり、虐待まで発展しないよ

　うに当人を１ヶ月間日勤業務だが身体介護を制限した事があった。

　→結果、制限した分の負担を他のスタッフが被るような形となってしまい

対応に疑問視するスタッフもでてしまった。

②各施設のアピールポイント

Ａ施設）

・食事に力を入れている。

　→昨年から酵素分解を利用し形を残しつつ柔らかく仕上げ、

　　嚥下機能低下者でも食べた感持って頂こうと取り組んでいる。

・きざみ食がない。

・各ご利用者の召し上がっている食事形態・姿勢が適正なのか、リハビリ

　スタッフ交え評価している。

・リハビリキャンプ

　→新しく入所されてきたご利用者に対して短期間の間は毎日リハビリを

提供している。ご利用者の自宅へ訪問し、想定しながらフロアでリハビリ

を提供している。

Ｂ施設）

・ご利用者からは、よくスタッフが明るいと言われる。

・部署間の壁が低い。各部署が同等なため、働きやすい。

・法人内グループが多いため、個人のスキルアップや働き方を変えやすい

　環境である。

・実習の受け入れが多い。

Ｃ施設）

・スタッフ用の送迎バスがある。

・託児所完備。

・ケアハウス，特養，隣接しているため在宅強化型に切り替えている。

・廊下が広い。

　→車いすが、４，５台並行出来る。

Ｄ施設）

・従来型とユニット型と分かれている。又、ご利用者の希望に応じて
　多床室や個室の選択の余地がある。

・同法人敷地内にサ高住，特養が併設。
　→ご利用者に応じて移動可能。又、移動先でもご利用者情報も共有しやすい。

Ｅ施設）

・食事に力を入れている。
　→なるべく形があるもの（嚥下機能低下者→ソフト食）を提供している。

・毎月１５，３０日を全国，世界の料理を提供している。
・おやつは、ご利用者の選択式にて提供。

・毎月お誕生日会を開催し、ケーキを提供している。
・施設の周りにキャベツ畑があり、いやしの緑がある。
・フロアでのレクリエーションなど、定期的にボランティアに来てもらって
　いる。

・研修に力を入れている。

・外部研修を希望する時も研修委員を通せば誰でも受講可能。

　→還元だが、費用も施設が出してもらえる。

Ｆ施設）

・看取り，在宅復帰に力を入れている。

・毎月個々のご利用者のＢＭＩを照らし合わせ、栄養管理している。
　→不良であれば、補助食品など提供している。

・福利厚生で同系列の整形外科病院でスタッフの受診が無料。
Ｇ施設）

・同法人で同敷地内ではないが、施設が多い。

・リハビリ職員が多い。（非常勤含め１０人　※出向）
・レクトレーナー２名在籍。（非常勤含め）
・同系列の総合病院があり、受診割引。又、保育室完備で利用可能。
・周りに野菜畑あり、地元の方が売りに来て安く買える。
次回　平成２９年６月　あおばの里にて開催予定

以上

